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写真

2026-27年度

坂庭年度初例会
とにかく明るく、楽しい大宮中央RC

からこそできる活動を一つひ
とつ丁寧に形にし地域の皆様
に必要
とされる存在であり続けたい
と思います。

会長挨拶 幹事報告

例会データ

会員数 出席者数 出席率

3 7 3 3 9 1 . 6 7
%

Congratulations
7月お誕生日 7 月結婚記念日

7/12   坂本会員

7/13 吉澤会員

7/20 見富会員

7/29 山田会員

7/5  見富会員

7/18  小川会員

ご来賓

・第３Gガバナー補佐 江本尚浩 様

・第３Gガバナー補佐幹事 齋藤守毅 様

・大宮RC会長 岩田尚明 様

・大宮RC幹事 栗岡宏治 様

・大宮南RC会長 大沢守輝 様

・大宮南RC幹事 野本悦子 様

・大宮シティRC会長 名取俊行 様

・大宮シティRC幹事 橋本直子 様

・さいたま欅RC会長 西ケ谷一志 様

・さいたま欅RC幹事 井上久雄 様

・さいたま大空RC会長 倉金由幸 様

・さいたま大空RC幹事 吉崎強 様

奉仕の理想を実現しよう 親睦を深めよう 多様性を力にしよう 高潔性を育もう リーダーシップを発揮しよう

2018年1月に大宮中央RCへ入会してから、8年半が経ちました。

入会当初はロータリーについて何もわからず、会員皆様のお顔と

名前を覚えることに時間がかかりました。しかし多くの先輩方に

温かく導いていただき、仲間と共に様々なクラブ経験を

重ねる中で、ロータリーの素晴らしさ、そして大宮中央RCの

温かさを実感してまいりました。この度会長という大役を拝命し

改めてその責任の重さを感じております。けれども私一人で

できることは限りがあります。だからこそ会員一人ひとりの個性

と力を大切にし、皆様と心を合わせながら、この1年を進んで

行きたいと考えております。今年度は大宮中央RCらしい明るさと

笑顔を大切にしながら、地域に根ざした奉仕活動、会員相互の

親睦、そして新たな仲間との出会いにつながるクラブづくりに

取り組んでいきます。いじめ防止カードの設置を初め、私達だ

からこそできる活動を一つひとつ丁寧に形にし地域の皆様に必要

とされる存在であり続けたいと思います。楽しいだけではなく、

奉仕には真剣に向き合う。そんな1年を皆様と作ってまいります。

どうぞ1年間よろしくお願いいたします。

7月のロータリーレート １ドル＝１６２円

大宮中央RC１６項目の承認

地区（2026-27主要行事）及び部門セミナーについては裏面

7/14   熊木広光

出席免除会員1名

（ 3 6 ）



本日は、大宮中央ロータリークラブ、

坂庭年度の第一例会の開催、誠におめでとうございます。

本年度、国際ロータリー第2770地区第3グループのガバナー補佐を務めます、大宮ロータリークラブの江本尚浩と申します。

ガバナー補佐幹事の齋藤守毅さんとともに、大宮中央ロータリークラブの活動を支え、三枝ガバナーを補佐するため、精いっぱい尽力してまいり

ます。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

2026-27年度、国際ロータリーのオラインカ・ハキーム・ババロラ会長は、 「持続可能なインパクトを生み出そう」 というメッセージを掲げられ

ています。 このメッセージの実現に向け、第2770地区では、本年度の活動方針を大きく二つの柱に絞っています。

一つ目は、「会員増強とクラブ体験の向上」です。 楽しい例会と、魅力あるクラブづくりを進めるとともに、特に入会3年未満の会員を対象とした

交流の機会を設けていただきたいと考えております。

二つ目は、「地域に変化をもたらす奉仕活動」です。 奉仕活動をクラブの中だけで完結させるのではなく、ぜひ地域の方々を巻き込むことを意識

していただきたいと思います。 RI会長メッセージにある「インパクト」と「持続」という言葉は、一見すると相反するもののように感じられる

かもしれません。 しかし、地域の皆さまとともに取り組むことによって、一時的なインパクトで終わることなく、その活動や変化が地域に根づき、

継続的な力となっていく。 そこに、「持続可能なインパクト」の本質があるのではないかと思います。 ロータリークラブを取り巻く環境は、私が

入会した25年前と比べ、大きく変化しました。それに伴い、ロータリーのあり方や、私たちに求められる理解も進化し続けています。 かつては、

「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」 そして「四つのテスト」 という言葉が、私たちの心に強く刻まれていました。

現在では、それらに加えて、ロータリーの目的や使命、中核的価値観、戦略的優先事項と目標など、より深い理解が求められるようになっています。

しかし、時代や表現が変わったとしても、その根底に流れている「平和を願い、平和を推進する」というロータリーの精神は、これからも変わる

ことはありません。

本日、大宮中央ロータリークラブのホームページを拝見し、皆さまが大切にされている「楽しいクラブ」という言葉が、まさにクラブの雰囲気を

表していると感じました。 私が大宮ロータリークラブに入会した当時の会長は、その後ガバナーも務められた赤芝さんでした。 厳しさの中にも

愛情のあるご指導をいただき、その経験が今日の私をつくってくれたと思っています。そして、私が今日までロータリー活動を続けてこられたのも

その根底に「楽しさ」があったからこそだと感じています。この一年が、皆さま一人ひとりの人生のページに深く刻まれる、記憶に残る一年となり

ますことを、心より願っております。 私も皆さまとともに、ロータリアンとして楽しく、そして意義ある活動に取り組んでまいりたいと思います。

本日は誠におめでとうございます。ありがとうございました。

W EEKL Y R EPO RT

江本尚浩ガバナー補佐 M e s s a g e

本日の記念写真
今後の予定

日 付 内 容 場 所 ・ 備 考

1 2026年07月25日（土） 管理運営・会員増強維持部門＆合同セミナー

2 2026年08月25日（火） ガバナー公式訪問

3 2026年09月05日（土） 青少年部門セミナー

4 2026年09月19日（土） 米山記念奨学部門セミナー

5 2026年09月25日（金） 奉仕プロジェクト部門セミナー

6 2026年09月26日（土） ロータリー財団部門セミナー

7 2026年10月05日（月） 地区大会記念ゴルフ大会

8 2026年11月14日（土） 地区大会

9 2026年11月15日（日） 地区大会

▲各テーブルでの記念撮影

▲新旧交代式の様子

2024-2025年度 大宮中央ロータリークラブ役員・理事

会長 坂庭広樹

会長エレクト 溝口昌史 幹事 伊東八重子

会計 村田拓郎

直前会長 鈴木真琴 SAA 小川千絵
会報
公共長 渡邉香織 国際奉仕長 才間朋子

副会長
奉仕プロジェクト

R財団兼職業
奉仕長

米山長

〒330-0802 埼玉県さいたま市大宮区宮町2丁目147-403

TEL 048-648-6635 MAIL  omiya.chuo.rotary@gmail.com

山田善信

熊木広光

見富清一

（一社）国際ロータリー 第２７７０地区
  第3グループガバナー補佐 江本尚浩（大宮RC）

副会長クラブ
管理運営

坂仁視

クラブラーニング
ファシリテーター 星野時夫

会員増強
維持長

奥野敏夫

クラブ奉仕長 井上明

プログラム長 堀越太志

社会奉仕長 溝口誠

青少年奉仕長 加藤郁也
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